
中間エネルギー領域における反応断面積
：安定核と不安定核
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中間エネルギー領域での　　　　　　　　　　　　 　
σR 計算値⇄実験値ずれ

Few-Body 効果　⇄　optical limit



反応断面積のエネルギー依存性と核子密度分布
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反応断面積の測定
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透過法 (transmission or beam attenuation method)



(HIMAC)実験セットアップの例

      

双極子磁石

Si
0.5mmt × 4

NaI (Tl)

第三焦点
F3PL

0.8mmt

第一焦点

F1PL
2mmt

双極子磁石

二次ビーム生成ターゲット

ウェッジ
ディグレーダー

76mmφ,60mmt



非弾性散乱断面積

σR = σI + σinel.

σinel.

反応を起こした方
に含める



非弾性散乱断面積の導出
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非弾性散乱の影響

非弾性散乱からくる誤差　→　～0.5 %

非弾性散乱は安定核より不安定核の方が少な
い

影響は少ない


